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今月の内容 ●市販ポリプロピレンの用途別グレードについて 

●蒸気処理したリグノセルロース系材料の熱流動性と成形性 

●無機層状化合物－導電性高分子複合体の開発  

市販ポリプロピレンの用途別グレードについて 

 ポリプロピレン（ＰＰ）は熱可塑性の代表的なはん用のプラスチックであり、その年間生産量は日 
本でも２７０万トンを越えています。原料メ－カ－は１０社ほどであり、これらのメ－カ－から各用 
途にあわせて作られるグレ－ドは４００程度と推定されます。公表されている資料から各グレ－ドを 
性能・用途別に分類してみると表に示されるような結果が得られます。         
この表からＰＰに求められる性能は多岐にわたるといえますが、最も要望される性能として耐衝

撃性の向上が挙げられます。ＰＰの耐衝撃性の向上はエチレンとの共重合によっていますが、エチレ

ン分の増加とともに剛性等の力強さが低下するので、適当なバラン 
スをとる必要があります。この耐衝撃性とは相反する性能に近いの 表 性能別ＰＰのグレ－ド数

性能・用途 グレ－ド数

耐衝撃性 110 

フィラ－強化 63 

ガラス繊維強化 58 

一般用 47 

高剛性 25 

透明性 21 

高流動性 12 

難燃性 12 

高光沢性 9 

耐熱性 6 

耐候性 6 

ポリマ－アロイ 6 

帯電防止性 5 

その他特殊 9 

 

ですが、さらに耐熱性、力強さを要求する場合には、フィラ－やガ 
ラス繊維で強化したグレ－ドも多くあります。耐熱性、力強さの向 
上だけならばガラス繊維の添加が望ましいのですが、これによる異 
方性、そりなどのマイナスの面が問題になるときに補強効果はガラ 
ス繊維ほどではないが成形収縮率の小さいフィラ－強化グレ－ドが 
用いられると考えられます。ＰＰは安価なはん用のプラスチックの 
ためか、高価な炭素繊維で強化しているというグレ－ドはありませ 
ん。また、表の中で高剛性というのがありますが、これはプロピレ 
ンだけを重合したもので耐衝撃性は充分ではないかわりに剛性はあ 
ります。しかし、フィラ－やガラス繊維による強化グレ－ドではな 
いので、高剛性といっても限度があります。 
 ＰＰも欠点としては燃えやすい、耐候性が充分でない、ほこりが 
つきやすいということがありますが、こうした性質をかなり改善し 
たグレ－ドもそれぞれいくつか上市されています。このほか、非晶 
質にして透明性を良くしたもの、生産効率を上げるため高流動性に 
したものなども目に付き、モ－ルダの要求に応じています。 
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